
 

東亞合成グループ研究年報 第第 号号

   

 

 

「アロンアルフア 光」の接着強さが最も高く、通常のアロ
ンアルフアと比べて ABS 板の接着強さは 1.5 倍以上（基材
破壊のため、実際はより強い）、AL板接着では 8倍に向上し
た。補強部分の形成により、接着強さを向上できることが示

された。一方、光硬化型接着剤では、十分な接着強さは得ら

れなかった。補強部分が硬化できる一方で、接着面は基材に

よって光が遮られ、液状のまま硬化しなかったためである。 
このように、特に不透明な基材を接着する場合、「アロンア

ルフア 光」を用いて補強することで、強固に接着できる。 
 

４４ 「「アアロロンンアアルルフフアア 光光」」をを用用いいたた接接着着例例 
「アロンアルフア 光」を用いた接着例を紹介する。 
 

 
 
図図４４は、模型のパーツとして空中線を接着する様子である。

空中線の一方に接着剤を塗布し、貼り合わせて光照射すると、

空中線周りの接着剤が硬化しすぐに接着できる。 

 
 
図図５５は、釘や針、ビーズといった身近な材料を接着した

造形物の製作例である。曲面のある材料も、曲面部分の隙間

まで液を塗布して光照射することで、容易に接着できる。 
 

 
 
図図６６は、ハンドメイドアクセサリーの製作例である。小

さなパーツを土台に貼り合わせた後、パーツを液で覆って硬

化させた。パーツがもつ凹凸を残したまま全体をコーティン

グし、耐久性をもたせつつ美しい仕上がりにできる。 
 

５５ おおわわりりにに 

「アロンアルフア 光」は、湿気硬化と光硬化、2つの硬化
方法を併せ持つ、新しい接着方法を提供する新製品である。

本稿ではいくつかの接着例を紹介したが、アイデア次第で全

く新しい製作物も期待できる。 
ぜひ、「アロンアルフア 光」を手にとって、新感覚の接着

を体験いただきたい。 

表表２２ ＴＴ字字状状接接着着試試験験片片のの荷荷重重方方向向にに対対すするる接接着着強強ささ※※
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※※ 補補強強部部分分はは界界面面破破壊壊、、接接着着面面はは未未硬硬化化

図図４４ 模模型型製製作作のの接接着着例例

図図中中のの矢矢印印がが接接着着個個所所

図図５５ 身身近近なな材材料料をを使使っったた造造形形物物のの製製作作例例

図図６６ ハハンンドドメメイイドドアアククセセササリリーーのの製製作作例例
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１１ ははじじめめにに  
新型コロナウイルス感染症である COVID-19は、人々の健

康や経済に対して世界規模で多大なる影響を及ぼしてきた。

2023 年に漸く感染症法上の位置付けでは季節性インフルエ
ンザと同類の「５類」へ移行し、「ウィズコロナ」としての経

済活動が本格的に稼働し始めたものの、世界各国で新たな変

異株が報告されるなど、今後も一定の流行が続くことが危惧

される。これらの背景から、身の回りのプラスチック製品や

繊維製品に対して抗ウイルス効果を付与することには一定の

ニーズが予想される。実際に、公共施設や住宅への抗菌・抗

ウイルス加工の施工がここ数年で急速に広まっており、繊維

評価技術協議会（SEK）や抗菌製品技術協議会（SIAA）の認
証マークを受けた抗ウイルス加工製品も急速に増加している

1)。これらの認証マーク制度は、ある一定の抗ウイルス効果を

発現し、かつ安全性のある製品に認証を付与するものである。 
抗ウイルス加工方法としては、「コーティング」と「樹脂練

り込み」の２種類に大別される。前者は製品の表面に加工が

できるため効果を発現しやすい特長があり、後者は安価な成

型加工コストや高い耐久性が特長である。また、耐熱性や安

全性が高い抗ウイルス加工剤には無機系材料が多く 2, 3)、中

でも抗菌剤として広く普及している銀系材料（銀担持金属酸

化物、銀ナノ粒子等）の展開が進んでいる 4)。 
 

２２ 既既存存のの抗抗ウウイイルルスス加加工工剤剤  
当社の銀系抗ウイルス加工剤である「ノバロン AG1100」

をコーティング加工したフィルム、および、練り込み加工し

た樹脂の抗ウイルス活性値をそれぞれ表表１１、表表２２に示す。

抗ウイルス活性値は式式１１によって算出した。

 
SIAAの認証基準は抗ウイルス活性値が 2.0以上であり、抗
ウイルス加工樹脂はブランク樹脂と比べて、感染力を持つウ

イルス数（ウイルス感染価）が 100分の 1以下になること
である。 

抗ウイルス活性値：R =  Ut – At ・・・（式式１１） 
Ut：ブランク（未加工）樹脂の 24 時間作用後の３検体の

ウイルス感染価の常用対数値の平均値 
At：抗ウイルス加工樹脂の 24 時間作用後の３検体のウイ

ルス感染価の常用対数値の平均値 

表表１１に示すように、「ノバロン AG1100」による表面加工を
施したフィルムの抗ウイルス活性値は 2.0以上であり、「コー
ティング」用途で高い抗ウイルス効果が確認された。一方、

「樹脂練り込み」用途では、表表２２に示すように、抗ウイルス

活性値 2.0以上を発現させるためには、4 wt％以上の添加量
が必要であった。樹脂練り込み加工では低添加量で高い抗ウ

イルス効果を付与できる剤が市場になく、抗ウイルス加工剤

の添加による高コスト化と樹脂の物性低下が懸念される。そ

こで、当社では樹脂への添加量を最小限に抑え、かつ、高い

抗ウイルス効果を付与できる新規樹脂練り込み用抗ウイルス

加工剤「ノバロン IV4000」を開発したので紹介する。 
 
３３ 樹樹脂脂練練りり込込みみ用用抗抗ウウイイルルスス加加工工剤剤「「ノノババロロンン IIVV44000000」」  
「ノバロン IV4000」は無機成分のみから成り耐熱性が高

く、各種樹脂に対して 2 wt％の添加で高い抗ウイルス効果を
付与できる。また、銀を含有していないため変色しにくく、

低コストな特長を持つ新規樹脂練り込み用抗ウイルス加工剤

である。 
 

表表２２ ノノババロロンン 練練りり込込みみ樹樹脂脂のの抗抗ウウイイルルスス活活性性値値 

●●新新規規樹樹脂脂練練りり込込みみ用用抗抗ウウイイルルスス加加工工剤剤「「ノノババロロンン®  IIVV44000000」」
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３３．．１１  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」のの物物性性値値  
「ノバロン IV4000」は外観が白色であるため、色調外観

を損なわずに加工することができる（図図１１）。また、平均粒

径が約 10 µmの微粉末であり、耐熱性が高く、緩め嵩比重
が 0.8 g/cm3と比較的大きく、粉体として扱いやすい特長を

有している（表表３３）。 

 

 
 
３３．．２２  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」のの抗抗ウウイイルルスス性性  
まず、「ノバロン IV4000」の水分散液を用いて、Ａ型イン
フルエンザウイルス（H1N1）に対する抗ウイルス性を評価
した。試験は SIAAが定める「抗ウイルス加工剤の抗ウイル
ス性評価方法」に準拠して実施した（図図２２）。滅菌精製水で 800 
µg/mLとなるように調製した「ノバロン IV4000」分散液 900 
µLにウイルス懸濁液 100 µLを混合し、25℃で 24時間静置
後、プラーク測定法により感染性を持つウイルス数（ウイル

ス感染価）を測定した。プラーク測定法はウイルスに感染し

た細胞が変性することを利用したウイルス感染価の測定方法

である。単層培養した宿主細胞へ段階希釈したウイルス液を

接種し、寒天培地を入れて培養後、形成したプラークを計数

し、希釈倍率をかけてプラーク形成単位（PFU：Plaque 
Formation Unit）を算出するものである 5)。対照は滅菌精製

水を用いた同様の手順で操作した。SIAA では抗ウイルス加
工剤のウイルスへの作用時間は 24 時間に設定しているが、
短時間における抗ウイルス性を評価するため、接触時間を１

分、５分とした試験も加えて実施した。 

 

結果を図図３３に示す。ウイルス液と 24時間接触後、「ノバロ
ン IV4000」の 0.08 wt％水分散液は、「ノバロン IV4000」を
含まない滅菌精製水のみと比較してウイルス感染価を

99.99％以上低減させた。さらに、「ノバロン IV4000」とウ
イルスが接触して１分後にウイルス感染価は 99％以上低減
しており、５分後にはウイルス感染価が検出限界値以下にな

った。この結果から、「ノバロン IV4000」は非常に短時間で
抗ウイルス効果を発現すると言える。人が手で触れる製品な

ど即効性が期待される用途にも「ノバロン IV4000」が有効に
適用できる可能性を示した。 

 
 

図図１１ 「「ノノババロロンン 」」

表表３３ 「「ノノババロロンン 」」のの代代表表物物性性

図図２２ 抗抗ウウイイルルスス性性試試験験方方法法（（加加工工剤剤））

図図３３ 「「ノノババロロンン 」」のの抗抗ウウイイルルスス性性
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３３．．３３  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの抗抗ウウイイルルスス性性  
「ノバロン IV4000」を各種樹脂ペレット（ABS、PET、

PP）に添加して射出成形することで抗ウイルス加工樹脂プレ
ートを作製した。同時に、「ノバロン IV4000」を加えていな
いブランク（未加工）樹脂プレートも作製した。これらの樹

脂プレートに対して、ISO21702：「プラスチック及びその他
の非多孔質表面の抗ウイルス活性の測定」に従って抗ウイル

ス性試験を実施した。試験方法を図図４４に示す。5 cm角にカッ
トした抗ウイルス加工樹脂あるいはブランク樹脂の表面に、

1～5×107 PFU/mL に調製したＡ型インフルエンザウイルス
（H3N2）液を 0.4 mL滴下し、4 cm角のフィルムで被覆後、
25℃で 24 時間静置した。その後、樹脂表面に滴下されたウ
イルス液を洗い出して回収し、この回収液に対してプラーク

測定法でウイルス感染価をそれぞれ計測し、式式１１より抗ウイ

ルス活性値を算出した。SIAA の認証基準は、式式１１で示す抗
ウイルス活性値が 2.0 以上であり、ウイルス感染価の低減率
は 99％以上に相当する。 

 

「ノバロン IV4000」を 2 wt％練り込んだ ABS樹脂の抗ウ
イルス性試験結果を図図５５に示す。ウイルス懸濁液との接触 24
時間後に、ブランク ABS 樹脂のウイルス感染価は 5.1 であ
ったのに対し、「ノバロン IV4000」を練り込んだ ABS樹脂
では 0.8未満であり、ウイルス感染価は 99.99％以上低減し、
抗ウイルス活性値は＞4.3となった。「ノバロン IV4000」は
ABS 樹脂へ 2 wt％練り込むことでインフルエンザウイルス
に対して、非常に高い抗ウイルス効果を発揮する。 

 

同様に、「ノバロン IV4000」を PET樹脂に 2 wt％、PP樹
脂に 2.5 wt％練り込んだ試験片の抗ウイルス性試験結果を図図
６６、、図図７７にそれぞれ示す。いずれの場合も、24時間のウイル
ス感染価はブランク樹脂と比較して 99.99％以上低減してお
り、「ノバロン IV4000」は幅広い種類の樹脂に対して低添加
量で高い抗ウイルス効果を付与することができることを示し

た。 

 

 
 

図図４４ 抗抗ウウイイルルスス性性試試験験方方法法 樹樹脂脂成成型型品品

図図５５ 「「ノノババロロンン 」」練練りり込込みみ 樹樹脂脂のの抗抗ウウイイルルスス性性

図図６６ 「「ノノババロロンン 」」練練りり込込みみ 樹樹脂脂のの抗抗ウウイイルルスス性性

図図７７ 「「ノノババロロンン 」」練練りり込込みみ 樹樹脂脂のの抗抗ウウイイルルスス性性
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３３．．１１  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」のの物物性性値値  
「ノバロン IV4000」は外観が白色であるため、色調外観

を損なわずに加工することができる（図図１１）。また、平均粒

径が約 10 µmの微粉末であり、耐熱性が高く、緩め嵩比重
が 0.8 g/cm3と比較的大きく、粉体として扱いやすい特長を

有している（表表３３）。 

 

 
 
３３．．２２  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」のの抗抗ウウイイルルスス性性  
まず、「ノバロン IV4000」の水分散液を用いて、Ａ型イン
フルエンザウイルス（H1N1）に対する抗ウイルス性を評価
した。試験は SIAAが定める「抗ウイルス加工剤の抗ウイル
ス性評価方法」に準拠して実施した（図図２２）。滅菌精製水で 800 
µg/mLとなるように調製した「ノバロン IV4000」分散液 900 
µLにウイルス懸濁液 100 µLを混合し、25℃で 24時間静置
後、プラーク測定法により感染性を持つウイルス数（ウイル

ス感染価）を測定した。プラーク測定法はウイルスに感染し

た細胞が変性することを利用したウイルス感染価の測定方法

である。単層培養した宿主細胞へ段階希釈したウイルス液を

接種し、寒天培地を入れて培養後、形成したプラークを計数

し、希釈倍率をかけてプラーク形成単位（PFU：Plaque 
Formation Unit）を算出するものである 5)。対照は滅菌精製

水を用いた同様の手順で操作した。SIAA では抗ウイルス加
工剤のウイルスへの作用時間は 24 時間に設定しているが、
短時間における抗ウイルス性を評価するため、接触時間を１

分、５分とした試験も加えて実施した。 

 

結果を図図３３に示す。ウイルス液と 24時間接触後、「ノバロ
ン IV4000」の 0.08 wt％水分散液は、「ノバロン IV4000」を
含まない滅菌精製水のみと比較してウイルス感染価を

99.99％以上低減させた。さらに、「ノバロン IV4000」とウ
イルスが接触して１分後にウイルス感染価は 99％以上低減
しており、５分後にはウイルス感染価が検出限界値以下にな

った。この結果から、「ノバロン IV4000」は非常に短時間で
抗ウイルス効果を発現すると言える。人が手で触れる製品な

ど即効性が期待される用途にも「ノバロン IV4000」が有効に
適用できる可能性を示した。 

 
 

図図１１ 「「ノノババロロンン 」」

表表３３ 「「ノノババロロンン 」」のの代代表表物物性性

図図２２ 抗抗ウウイイルルスス性性試試験験方方法法（（加加工工剤剤））

図図３３ 「「ノノババロロンン 」」のの抗抗ウウイイルルスス性性
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３３．．３３  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの抗抗ウウイイルルスス性性  
「ノバロン IV4000」を各種樹脂ペレット（ABS、PET、

PP）に添加して射出成形することで抗ウイルス加工樹脂プレ
ートを作製した。同時に、「ノバロン IV4000」を加えていな
いブランク（未加工）樹脂プレートも作製した。これらの樹

脂プレートに対して、ISO21702：「プラスチック及びその他
の非多孔質表面の抗ウイルス活性の測定」に従って抗ウイル

ス性試験を実施した。試験方法を図図４４に示す。5 cm角にカッ
トした抗ウイルス加工樹脂あるいはブランク樹脂の表面に、

1～5×107 PFU/mL に調製したＡ型インフルエンザウイルス
（H3N2）液を 0.4 mL滴下し、4 cm角のフィルムで被覆後、
25℃で 24 時間静置した。その後、樹脂表面に滴下されたウ
イルス液を洗い出して回収し、この回収液に対してプラーク

測定法でウイルス感染価をそれぞれ計測し、式式１１より抗ウイ

ルス活性値を算出した。SIAA の認証基準は、式式１１で示す抗
ウイルス活性値が 2.0 以上であり、ウイルス感染価の低減率
は 99％以上に相当する。 

 

「ノバロン IV4000」を 2 wt％練り込んだ ABS樹脂の抗ウ
イルス性試験結果を図図５５に示す。ウイルス懸濁液との接触 24
時間後に、ブランク ABS 樹脂のウイルス感染価は 5.1 であ
ったのに対し、「ノバロン IV4000」を練り込んだ ABS樹脂
では 0.8未満であり、ウイルス感染価は 99.99％以上低減し、
抗ウイルス活性値は＞4.3となった。「ノバロン IV4000」は
ABS 樹脂へ 2 wt％練り込むことでインフルエンザウイルス
に対して、非常に高い抗ウイルス効果を発揮する。 

 

同様に、「ノバロン IV4000」を PET樹脂に 2 wt％、PP樹
脂に 2.5 wt％練り込んだ試験片の抗ウイルス性試験結果を図図
６６、、図図７７にそれぞれ示す。いずれの場合も、24時間のウイル
ス感染価はブランク樹脂と比較して 99.99％以上低減してお
り、「ノバロン IV4000」は幅広い種類の樹脂に対して低添加
量で高い抗ウイルス効果を付与することができることを示し

た。 

 

 
 

図図４４ 抗抗ウウイイルルスス性性試試験験方方法法 樹樹脂脂成成型型品品

図図５５ 「「ノノババロロンン 」」練練りり込込みみ 樹樹脂脂のの抗抗ウウイイルルスス性性

図図６６ 「「ノノババロロンン 」」練練りり込込みみ 樹樹脂脂のの抗抗ウウイイルルスス性性

図図７７ 「「ノノババロロンン 」」練練りり込込みみ 樹樹脂脂のの抗抗ウウイイルルスス性性
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３３．．４４  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの抗抗菌菌性性  
「ノバロン IV4000」は抗ウイルス性能だけでなく、非常に
高い抗菌効果も示す。代表的な細菌である大腸菌と黄色ブド

ウ球菌に対する抗菌効果を表表４４に示す。抗ウイルス加工樹脂

の場合と同様に、ブランク樹脂と比べて細菌数が 100分の 1
以下になった場合、抗菌活性値は 2.0 以上となり、SIAA の
認証基準を満たすことになる。 
「ノバロン IV4000」を 2 wt％練り込んだ ABS樹脂、PET

樹脂、および PP 樹脂の 24 時間後における抗菌活性値はい
ずれも、大腸菌で 6.3 以上、黄色ブドウ球菌で 4.3 以上とな
り、非常に高い抗菌性を示した。 

 
 
３３．．５５  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの強強度度  
「ノバロン IV4000」の添加による樹脂強度への影響を確認
するため、「ノバロン IV4000」を 2 wt％練り込んだ ABS樹
脂、およびブランク（未添加）ABS樹脂の引張試験を実施し
た。試験は JIS K 7161-2に準拠した方法に従い、厚さが約１ 
mmの 1BA形試験片に対して、試験速度を 20 mm/min、チ
ャック間距離を 58 mmとし、n=5で樹脂強度を評価した（表表
５５）。両者で、降伏応力、降伏呼びひずみ、破壊応力、破壊呼

びひずみはほとんど変わらず、「ノバロン IV4000」の添加に
よる樹脂強度への影響は殆どないことが分かった。 

 
 
３３．．６６  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの耐耐光光性性  
「ノバロン IV4000」あるいは銀系抗菌剤「ノバロン AG1100」
を 3 wt％練り込んだ抗ウイルス加工 PP樹脂、およびブラン
ク（未添加）PP樹脂の耐光性を評価した。サンシャインウェ
ザーメーターを用いて、各種樹脂に対して 80 時間（屋外４
週間相当）の光照射を行い、その前後の樹脂の外観色の変化

を観察した。試験前後の各種樹脂の写真を図図８８に示す。銀系

抗菌剤である「ノバロン AG1100」は PP樹脂に対して 3 wt％

添加すると、光照射によって樹脂の黄変が進行する。一方、

銀を含まない「ノバロン IV4000」を練り込んだ PP樹脂は、
ブランク PP 樹脂と同様に、照射前後でほとんど外観色の変
化がなかった。 

 
 

４４ 「「ノノババロロンン IIVV44000000」」接接触触ウウイイルルススのの TTEEMM 観観察察  
Ａ型インフルエンザウイルス（H1N1）の「ノバロン IV4000」

との接触前後の透過型電子顕微鏡（TEM）写真とそのイメー
ジ図を図図９９に示す。観察は中部大学大学院生命健康科学研究

科生命医科学専攻伊藤研究室で実施した。「ノバロン IV4000」
と接触前のインフルエンザウイルスは、球状の表面に突起ス

パイクが数多く生えているエンベロープ構造をとっているこ

とが確認された。一方、「ノバロン IV4000」と接触してから
５分経過後のウイルスは、球状のエンベロープ構造自体は残

っているものの、インフルエンザウイルス粒子に特有な表面

突起スパイクの形状が変化しており、その量も減少していた。

一般に、インフルエンザウイルスのヒト細胞への感染は、ウ

イルスのスパイクが細胞表面のレセプターであるシアル酸と

結合し、ウイルスが細胞内に侵入することで引き起こされる

6)。このことから、「ノバロン IV4000」の抗インフルエンザ
ウイルス作用メカニズムは、感染に重要な役割を果たすウイ

ルス表面の突起を変性させることにより、細胞へのウイルス

の感染を阻害する可能性が高いといえる。 

表表４４ 「「ノノババロロンン 」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの抗抗菌菌性性

表表５５ ブブラランンクク 樹樹脂脂とと「「ノノババロロンン 」」をを ％％

練練りり込込んんだだ 樹樹脂脂のの引引張張試試験験結結果果

図図８８ ブブラランンクク 樹樹脂脂、、抗抗ウウイイルルスス加加工工剤剤練練りり込込みみ

樹樹脂脂 ％％練練りり込込みみ のの光光照照射射前前後後のの外外観観写写真真
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５５ おおわわりりにに  
インフルエンザウイルスに対して高い抗ウイルス効果を

発現する樹脂練り込み用抗ウイルス加工剤「ノバロン IV4000」
を新たに開発した。本材料を各種樹脂に対して 2 wt％練り込
むことで非常に高い抗ウイルス効果を付与できる。また、銀

を含まないため変色しづらく、従来の抗ウイルス加工剤より

もコストを抑えることができる。「ノバロン IV4000」により、
抗ウイルス加工が樹脂練り込み用途へ広く展開されることを

期待する。今後、より多くのエンドユーザーに利用して頂き、

少しでも多くの人々に快適な生活空間を提供し、ウィズコロ

ナの新たな生活様式を手助けできれば幸いである。 
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図図９９ 「「ノノババロロンン 」」とと接接触触前前、、接接触触後後ののイインンフフルル

エエンンザザウウイイルルススのの 像像 上上 おおよよびびイイメメーージジ図図 下下
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３３．．４４  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの抗抗菌菌性性  
「ノバロン IV4000」は抗ウイルス性能だけでなく、非常に
高い抗菌効果も示す。代表的な細菌である大腸菌と黄色ブド

ウ球菌に対する抗菌効果を表表４４に示す。抗ウイルス加工樹脂

の場合と同様に、ブランク樹脂と比べて細菌数が 100分の 1
以下になった場合、抗菌活性値は 2.0 以上となり、SIAA の
認証基準を満たすことになる。 
「ノバロン IV4000」を 2 wt％練り込んだ ABS樹脂、PET
樹脂、および PP 樹脂の 24 時間後における抗菌活性値はい
ずれも、大腸菌で 6.3 以上、黄色ブドウ球菌で 4.3 以上とな
り、非常に高い抗菌性を示した。 

 
 
３３．．５５  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの強強度度  
「ノバロン IV4000」の添加による樹脂強度への影響を確認
するため、「ノバロン IV4000」を 2 wt％練り込んだ ABS樹
脂、およびブランク（未添加）ABS樹脂の引張試験を実施し
た。試験は JIS K 7161-2に準拠した方法に従い、厚さが約１ 
mmの 1BA形試験片に対して、試験速度を 20 mm/min、チ
ャック間距離を 58 mmとし、n=5で樹脂強度を評価した（表表
５５）。両者で、降伏応力、降伏呼びひずみ、破壊応力、破壊呼

びひずみはほとんど変わらず、「ノバロン IV4000」の添加に
よる樹脂強度への影響は殆どないことが分かった。 

 
 
３３．．６６  「「ノノババロロンン IIVV44000000」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの耐耐光光性性  
「ノバロン IV4000」あるいは銀系抗菌剤「ノバロン AG1100」
を 3 wt％練り込んだ抗ウイルス加工 PP樹脂、およびブラン
ク（未添加）PP樹脂の耐光性を評価した。サンシャインウェ
ザーメーターを用いて、各種樹脂に対して 80 時間（屋外４
週間相当）の光照射を行い、その前後の樹脂の外観色の変化

を観察した。試験前後の各種樹脂の写真を図図８８に示す。銀系

抗菌剤である「ノバロン AG1100」は PP樹脂に対して 3 wt％

添加すると、光照射によって樹脂の黄変が進行する。一方、

銀を含まない「ノバロン IV4000」を練り込んだ PP樹脂は、
ブランク PP 樹脂と同様に、照射前後でほとんど外観色の変
化がなかった。 

 
 

４４ 「「ノノババロロンン IIVV44000000」」接接触触ウウイイルルススのの TTEEMM 観観察察  
Ａ型インフルエンザウイルス（H1N1）の「ノバロン IV4000」

との接触前後の透過型電子顕微鏡（TEM）写真とそのイメー
ジ図を図図９９に示す。観察は中部大学大学院生命健康科学研究

科生命医科学専攻伊藤研究室で実施した。「ノバロン IV4000」
と接触前のインフルエンザウイルスは、球状の表面に突起ス

パイクが数多く生えているエンベロープ構造をとっているこ

とが確認された。一方、「ノバロン IV4000」と接触してから
５分経過後のウイルスは、球状のエンベロープ構造自体は残

っているものの、インフルエンザウイルス粒子に特有な表面

突起スパイクの形状が変化しており、その量も減少していた。

一般に、インフルエンザウイルスのヒト細胞への感染は、ウ

イルスのスパイクが細胞表面のレセプターであるシアル酸と

結合し、ウイルスが細胞内に侵入することで引き起こされる

6)。このことから、「ノバロン IV4000」の抗インフルエンザ
ウイルス作用メカニズムは、感染に重要な役割を果たすウイ

ルス表面の突起を変性させることにより、細胞へのウイルス

の感染を阻害する可能性が高いといえる。 

表表４４ 「「ノノババロロンン 」」練練りり込込みみ樹樹脂脂のの抗抗菌菌性性

表表５５ ブブラランンクク 樹樹脂脂とと「「ノノババロロンン 」」をを ％％

練練りり込込んんだだ 樹樹脂脂のの引引張張試試験験結結果果

図図８８ ブブラランンクク 樹樹脂脂、、抗抗ウウイイルルスス加加工工剤剤練練りり込込みみ

樹樹脂脂 ％％練練りり込込みみ のの光光照照射射前前後後のの外外観観写写真真
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抗ウイルス加工が樹脂練り込み用途へ広く展開されることを

期待する。今後、より多くのエンドユーザーに利用して頂き、
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